　特定疾患管理指導箋記載について
　　　　役割分担で確実なカルテ記載を　　玖珂郡医師会

　外来診察では特定疾患指導管理料の算定には指導の内容をカルテに記載す　

　ることが必要です。査定の対象ですので本人や家族にも伝え、指導した
　内容の要点をカルテに記載しておいて下さい。

　記載の時間などが無い場合には外来看護師や事務受付が役割分担で　

　きますので、下記の指導番号を(例えばAの4とか)伝え、診察医の

　サインをしておいて下さい。

　指導の要点を毎月々変えて記載して下さい。
A.高血圧・心臓病関連指導

　1.体重増加は高血圧には不利です。目標　　㎏体重を減らしましょう。

　2.血圧は入浴で急変動しやすいために､冬には入浴事故が多発します。

　　脱衣室を暖めたり、ぬるめのお湯に入りましょう。
　3.降圧剤内服が不定期です。降圧剤は勝手に中断しないようにしましょう

　4.高血圧や心臓病では減塩食が必要です。6g程度の食事に慣れましょう

　5.適度の飲酒は構いません。日本酒1合/日、ビールなら小瓶2本まで。

　6.適度な強さの有酸素運動を続けると血圧が下がることが知られていま

　　す。できるだけ毎日30分以上を目標に運動を続けましょう。

　7.心不全がありますので、でるだけ自宅で安静を心がけて下さい。

B 運動療法関連

　1.毎日1万歩か1時間程度のウォーキングを行いましょう

　2.肥満改善のため体重減少が必要で、2ヶ月で2㎏目指しましょう

　3.心不全・呼吸不全などありますので積極的な運動は禁忌です

　4.早足程度のウォーキングを1日30分以上続けてください

C 糖尿病関連指導

　1.現在HbA1cも安定しており、食事・運動も今のまま続けて下さい。

　2.血糖値・HbA1cとも高値です。もっと食事制限が必要です。

　3.糖尿病の治療中は低血糖症状への準備が必要です。低血糖を感じたら

　　すぐに吸収の速いブドウ糖などを飲んで下さい。

　4.食餌療法は糖尿病治療の基本です。　　　　キロカロリーを守って

　　下さい。

 Dワーファリン使用中の人

　1.ワーファリン内服中は、効果判定に定期的なINR検査が必要です。

　2.ワーファリン内服中は納豆やグレープフルーツなどで効果が影響されま

　　すので控えて下さい。ワーファリン手帳を参考にして下さい。

　3.他の医療機関に罹るには、ワーファリン内服のことは必ず伝えて下さい。
 E  COPD・慢性閉塞性肺疾患など

　1.病状悪化には喫煙習慣が主な原因ですので、禁煙を守りましょう。

　2.風邪は呼吸不全悪化の大敵です。早めに来院して下さい。

　3.冬になったら必ずインフルエンザのワクチン接種をしましょう。

　4.COPDでは、内服や吸入治療が基本になります。特に吸入は忘れずに行

　　って下さい

　5.在宅酸素療法は、決められた酸素量を吸入して下さい。間違って多量の

　　酸素を吸入したら逆に呼吸が苦しくなることがあります。

　6.酸素療法中は火気のある場所では行わないで下さい。

 F 真夏・熱中症の時期に

　1.熱中症の予防にはこまめに水分・塩分の補給することです。 

　2.水だけの補給よりスポーツドリンクなどの補給を行いましょう

　3.猛暑ではエアコンを嫌がらず、睡眠中もエアコンや扇風機を使用し室内

　　温度を調整する事が必要です。
　4.暑さは無理にがまんせず、だるさや食欲低下の症状あればすぐに来院し　

　　て下さい。
 G 真冬の寒さの時期

1. 高齢者には風邪などの感染症が病状を悪化させます。すぐに外来受診し

て下さい。

2. 外出や外での畑仕事をさけ、冬場は室内で安静にして下さい。

 H 肝臓病

　1.1日90gのタンパク質をとりましょう栄養のバランスを考えましょう
　2.アルコール飲酒は肝臓病の大敵です。禁酒が原則です。
　I　その他の指導
　癌の診療・在宅自己注射などで、上記以外の指導も、その症状や患者さんに合わせて考えてください。
